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景気動向指数（2025 年 9 月） 
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ＣＩ一致指数は３ヵ月ぶりの上昇 

内閣府から公表された 2025年９月の景気動向指数

では、ＣＩ一致指数が前月差＋1.8ポイントの上昇と

なった。内訳では、鉱工業生産指数や投資財出荷指

数、輸出数量指数など輸出・生産関連系列の押し上

げが大きい。 

ＣＩ一致指数は３ヵ月ぶりのプラスとなり、単月

としての上昇幅もそれなりに大きいが、７月（▲1.8

ポイント）、８月（▲1.3ポイント）の低下からの反

動の面も大きく、強い結果とは言えない。実際、Ｃ

Ｉ一致指数の 25年１月～９月の値を確認しても、前

月差プラスが３回、マイナスが５回、横ばいが１回

とマイナスが目立つ。また、25年９月の水準は直近

ピークである 2025年２月の水準を 2.5ポイント下回

っている。均してみればＣＩ一致指数は足元でやや

弱い動きと判断される。 

 

基調判断が 10月分で「悪化」に下方修正されるリスクも 

ＣＩ一致指数の基調判断は「下げ止まり」で据え置かれた。これで 17か月連続の「下げ止まり」判

断である。 

もっとも、次回 10月分では、仮にＣＩ一致指数が前月差▲0.6ポイント以下になれば、基調判断が

「悪化」へ下方修正されることに注意が必要だ。ここでＣＩ一致指数と関連の深い鉱工業指数をみる

と、10月の生産予測指数は経済産業省による補正試算値が前月比▲0.5％と小幅低下見込みとなってい

る。微妙なところではあるが、９月分の上昇からの反動が出やすいことも考えると、10月の基調判断

が「悪化」になる可能性も相応にあるだろう。 

仮に「悪化」となれば、2020年 7月以来のこととなる（2019年 8月～2020年 7月が「悪化」）。

「悪化」判断の定義は「景気後退の可能性が高いことを示す」であり、ＣＩ上では景気後退シグナル

が点灯する。仮に「悪化」判断に転じた場合でも、①過去の景気後退局面と比較してＣＩの落ち込み

度合いがかなり軽微であること、②日銀短観等、ＣＩ以外の経済指標では目立った落ち込みがみられ

ないことなどを踏まえると、景気が後退局面に陥っていると見る必要はないと思われるが、警戒して

おくに越したことはない。 

 

（出所）内閣府「景気動向指数」
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